
2 款 1 項 17 目

25 年度 平成29年度

- -
- - - - - - - -
- - - - - -

実施スケジュール
項目 26年度以前 27年度 28年度 29年度 30年度 31年度 32年度以降

25,000 35,000 0 0 0 60,000

向こう5年間の直接事業費の推移

年度
28年度 29年度 30年度 31年度 32年度 5年間の実績

交通警備事業 式 1 0.5 1
宿泊衛生事業 式 1 0.5 1
競技式典事業 式 1 0.5 1
総務企画事業 式 1 0.5 1

項目 単位 26年度実績 27年度予定 9月末の実績 27年度実績

一般財源 26,710 28,348 14,894 27,011

事業活動の実績（活動指標）

財源内訳 地方債 0 0 0 0
その他 0 0 0 0

0
県支出金 0 0 0 0

人件費 22,271 22,758 11,379 22,758
国庫支出金 0 0 0

8,042
補助事業人件費 0 0 0 0

人件費
内訳

人工数 2.80 2.83 1.42 2.83
人件費単価 7,954 8,042 8,042

22,759
合計 0 28,348 14,894 27,011

事業費
直接事業費 4,439 5,589 3,515 4,252
人件費 22,271 22,759 11,379

改善策の
具体的

取り組み

事業費及び財源内訳
項　　　目 26年度決算 27年度予算 9月末の執行状況 27年度決算

事業の目的

平成２９年開催の愛媛国体に向けた準備及び実施。

事業の内容

愛媛国体の開催に向けて、伊予市開催競技会の円滑な運営に係る準備及び実施。

改善策の
具体的

取り組み
（当初）

事業の対象 一般市民、競技団体、都道府県選手団

根拠法令等
スポーツ基本法（施行令含む。）、国民体育大会開催基準要項（細則等含む。）等

予算科目

総合計画での位置付け
教育・文化・スポレクの振興〜うるおいと生きがいのひとづくり〜
スポーツ・レクリエーションの振興

事業の性格 内部管理事務
実施期間 【開始年度】 平成 【開始年度】

所管課情報 担当課： 国体推進課 電話番号（内線）：

平成27年度事務事業評価シート
該当事業（評価対象外事業は基本情報のみ記載）

一般事務 公共建設事業 評価対象外事業

542
記入者情報 所属長： 山岡 慎司 担当責任者： 中塚 正洋

事務事業名 国民体育大会事業



1二次評価
（所属部長）

以下の点について良好と評価し、更なる事業推進を求める。

意見、課題
２８年度のリハーサル大会に向け、全庁的に取り組み、本大会へさらなる体制の強化を図って行かなけれ
ばならない。

課題認識

平成２９年開催の愛顔つなぐえひめ国体伊予市会場正式競技は次のとおり

　ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ(少年男子)、ﾋﾞｰﾁﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ(男子、女子)、ﾎｯｹｰ(成年男子､成年女子)

●本大会の成功に向け、愛媛国体に関わる方をはじめ、すべての人が達成感と満足感を味わえるよう、
心のこもった「おもてなし」や伊予市ならではの魅力あふれる大会を目指し次の事業に積極的に取組むこ
とが出来た。

➊総務企画事業　：　諸会議(実行委員会専門委員会､常任委員会、総会等)運営に加え、広報啓発活動
(啓発用ｸﾞｯｽﾞ･ポスター等作成)、市民運動(ｸﾘｰﾝ運動や花いっぱい運動等)､情報収集活動(国体視察や事
業概要説明会等での情報収集)､ボランティア募集要項ほか必要な１１要項を定める。

➋競技式典事業　：　競技用具調査､リハーサル大会経費調査､リハ大会旅費支給規程等策定

➌宿泊衛生事業　：　医療救護対策要項､環境衛生対策要項､防疫対策要項､食品衛生要項､弁当調達要
項等策定

➍交通警備事業　：　輸送業務実施要項､駐車場設置要項ほか必要な２要項を策定

二次評価

A成果向上の可能性 5
施策への貢献度 5

効率性
手段の最適性 5

Aコスト効率

課題認識

平成２８年度のリハーサル大会、平成２９年度の国体に向けて、適正に事務を行い準備が進められてい
る。

一次評価

一次評価
（所属長）

妥当性
目的の妥当性 5

A

5
受益者負担の適正 5

施策への貢献度 5

市民ニーズへの対応 5
市の関与の妥当性 5

有効性
事業の効果 4

自己評価

自己評価
（担当責任者）

妥当性
目的の妥当性 5

A市民ニーズへの対応 5
市の関与の妥当性 5

効率性
手段の最適性 5

Aコスト効率 5
受益者負担の適正 5

有効性
事業の効果 4

A成果向上の可能性 5

目　　標 0 100 0 0
実　　績 0 100 0 0

成果指標

成果指標
各競技会運営に必要な準備事業の実施状況を指標とする。

指標設定の
考え方

実績／目標×１００

区分年度 26年度 27年度 28年度 目標29年度



1
経営者会議の最終判断

事業の方向性
さらに重点化する。

意見、課題

二次評価の内容を踏まえ、さらに重点化すること。

行政評価委員会の答申

外部評価
（行政評価委員会）


